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1930年10月中の即断者及槻測敦は次表の通り．Summary　for　October，1930
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　　総観測時販Total　Duration　4946m．　　緯観測個鼓Total　No．1799，個

　ee黒光流星の観測

　新観測者が績々輩出するに至つt：事は誠によろこばしい．微光流星の方

も長谷君，原田君が新に参加され大いに奮闘されるは甚だ心強い．三田君

は特に小望遠鏡（口語3cm，3×，覗野15度のもの）で流星観測をこ・うみ

られてるる．

　この部門も追々整然たる統一がつくことと思ふ。
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1・襯測の概略　（Daiiy　Summary　of　Observations）

日付 観測者 観測時藪 観測藪 日付 引回繍塒数 観測藪 日付 襯二者 観測時藪
　　　1
ﾏ測藪
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　工女は夜孚後の観測で観測時間平なきは時間外の観測である．微光流星

の観測者はSh，　Sk，　Ku，　Ha，　Ngの五帝である．一般に微光流星の観測激

は出現徴を示すものとは考へられないから，其日の流星出現の多寡は他の

親測者の槻測数に依って窺ふのが適當である，夜孚後の観測数は一般に多

：激であることは上表にても推知し得るが，’今一層観測者が夜孚後に努力を
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注がれると牧獲iが多からうと思ふ。

2・十月中に観測されたる大流星（B・ight　Mete・・s　Obse・ved　in　Oct．1930）
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　　　3・流星群の出現状況（Note　on　a，　pparitions　of　Swarms）

　1．　オリオン座流星群（Orionid）

　此の流星群はDenningに依って停止輻射鮎なることを提唱され，其後

0】ivier等によって輻射鮎の移動性を云云せられてるる流星群であり，且又

ハリー彗星と關回せるものなりと論ぜられてるる流星群である．本年度は

Yw，　Ha，　Ng等の人々によって槻弓されたが，共出現程度は1928年の時と

あまり差異はなかつナニ様である．　（1929年度は月明の爲槻測不充分であっ

た．）

　今輻射鮎について論ずれば，流星群がパリ1彗星と同速度を有し，流星

群の各部分が早行運動をするものとすれば，16日から25日迄の10回に赤狸

は約3度ばかり東方に移動する筈である．二三にては1922年にDole及び

Mc　Intosh等によって東方移動を観測されナこが移動の量は可成多く，Dole

は17日のα＝＝90．7δ＝＋15．0より29日のα一102．8δ一＋19．8まで移動する

も0）と槻窪して居り，Mc　lntoshは15日のαF＋89．2δ一一＋14．2より24日

のα＝99．4δ一＋13．7まで移動するものと見てみる．長谷君は19日にα一

＋88．2δ一＋12．5と観測し22日にはb．一92δ一＋14と観測してゐられるが，

今少し不充分と思ふ，この方面には微光流星観測者の努力すべき分野が大

いにあらうと思ふ・猫此の附近の天室は地球運行方向に近い爲確率の上か

ら輻射職は多数ある筈であるから一理天室捜索の要があらう。



天文同好會襯一部月報 201

　此時期に出現する双子γ群（γ一Geminid）は今回はあまり見られてるない

様である．

　II其他の流星群　（Other　Swarnユs）

　長谷君及び新進の淺野君の観測中に牧羊座α流星群（α一Arietid）が見ら

れてるる外特に記すべき流星．群の出現はなかつk様である．

　騨見君一派の微光流星槻測も着々成績を揚げてゐられる．

　　　　　　　　　4，　観測より誘導したる輻射口占

　　　　　　　　（Radiant　point　derived　from　observations）
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C　整見台等の得られた輻射貼の総礼は下記の如くであるが，其位置は省略さし

ていたy’く．

　Sh　　　　46個口　　　　　　No

　sk　　　　5個

　Ku　　　工2個

．　619－N．　o．　66，1

　660r一一一一一　669

　670一　681

彗星課月例報外

心　　田　　淑　　次

　前月號に，豫即した所の，今年蹄って中る彗星の中，エンケ彗星は．今

年のB．A．　A．～Hand　bookによれば，其近日貼通過は，本年六月四日に

なって居る．勝れは，御承知の通り，エンケ彗星と木ヱと土星とが，約五

十九年李毎に，殆んど同じ關係位置に，立ち蹄り，從って，木星と土星と

が，エンヶ彗星に及ぼす出動が，殆んど五十九年牟毎に同じであると云ふ

事實に基いて出されたものである．庇の彗星の，天球上の豫報位置は，本

物ブレテンP虎に掲載されて居るから，御覧あり堅い。本年のエンケi彗星は，

我々北平帯の槻聖者達には，近日顯通過以前が，かへって観測に硬利であ

るから，一月末より，二月にかけて，ぽつぽつ捜索すべきである．爾其時

分は，彗星は，夕暮の室にある筈である。

　次に，ニウジミン彗星については，近日鐵通過は，本年五月七日となっ

て居る一t豫報位置や，詳しい事は，次號に譲る．

　それから，此れは，今年，近日鮎を通る彗星ではないけれども，1918　llI

即ち，Schorr彗星と，1924年末に爽見されナこ，　Woユfの第二i彗星とが，本年

末に観測されるであらう．と云っても，Schorr彗星の方は，1925年に蹄っ

て來ナこ時，獲見されすに終つナこから，今度の豫報は，相當の狂ひがあるか

も知れない．又，Wolf第二彗星の方は，光度十七等と云ふのであるから，

肉眼でやる一般槻測者にはチト小さ過ぎる。故に，二等二つは，何れも可

なり難物で，大衆的封謡物ではない．


